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※１ 練馬区みどりの総合計画（平成 31 年４月）に基づく。令和 30年度まで。 

※２ 区民意識意向調査において概ね５年に一度調査される項目。 

(前回調査平成 27年度、次回調査予定令和３年度) 

※３ 区民意識意向調査において毎年調査される項目。 

※４ 平成 28年５月に国が策定した「地球温暖化対策計画」に基づき、令和 12 

年度までに平成 25年度比で 26.0％削減とする。 

※５ 平成 30年度実績。オール東京 62 市区町村共同事業が集計を行い、概ね２ 

    年後に確定する。 

※６ 練馬区第四次一般廃棄物処理基本計画（平成 29年３月）に基づく。令和

８年度まで。 

※７ 新型コロナウイルス感染症による外出自粛の影響等により、家庭ごみの

排出量が増加している。 

※８ 東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）（平成 28年

３月）、第２次ビジョン戦略計画に基づく。値は、令和５年度までに着手す

る路線の完成時。 

※９ 練馬区総合治水計画（平成 24年３月）に基づく。令和３年度まで。 

※10 「環境」分野のみの修了者数。「みどり」分野は令和２年度から令和３年

度までの２年制となっている。 

※11 令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。 
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第２項 地球温暖化問題とは 

１ 地球温暖化＝二酸化炭素(温室効果ガス)で地球が熱くなる 

地球の気温が一定程度の温度 

に保たれているのは、大気中に 

存在している二酸化炭素や水蒸 

気などの温室効果ガスが、地表 

面から放射される熱を吸収し、 

再び大気中に放射して温める役 

割(温室効果)を果たしている 

ためです。温室効果ガスは生物 

が生存するために不可欠です。 

しかし、産業革命以降、人間 

は化石燃料を大量に燃やして使 

用することで、大気中への二酸 

化炭素の排出を急速に増加させました。このため、温室効果が強くなり、地表 

面の温度が上昇しています。これが「地球温暖化」です。 

    

２ 地球温暖化は代表的な環境問題 

平成 26(2014)年 10 月に、 

IPCC(気候変動に関する政府間 

パネル)は、地球温暖化に関す 

る第５次評価報告書の統合報告 

書を採択・公表しました。 

この報告書では温暖化の主な 

原因が人間の活動であった可能 

性が極めて高い(95％以上)と 

し、温暖化の世界的な影響を次 

のように推計しています。 

① 2100年には、平均気温が最大予測で 4.8℃上昇する。 

② 2100年には、海面水位が最大予測で 82cm 上昇する。 

３ 地球温暖化の影響 

地球温暖化による“急激な”気温上昇は、さまざまな問題を引き起こすとい

われています。例えば、つぎのような問題の発生が懸念されています。 

① 極地の氷などが溶けて海面の上昇により、海岸線が後退し陸地が水没する。 

② 高温地域での疾病が高緯度地方にも広がる。 

③ 気候変動の幅が大きくなり、極端な天候の発生が多くなる。 

④ 植生に変化が生じ、食料生産への影響が出る。 

⑤ 生物種の絶滅が増える。 

適正な温室効果ガス
量で、適度に熱放出が
行われている状態 

温室効果が強まり、熱放
出が少ないため、地表温
度が上昇している状態 

放出される  

熱エネルギー  

太陽光  

ｐｐｍ 

放出される  

熱エネルギー  

適量 

イメージ 

適量 
小     

大 

太陽光  

熱の吸収  

太陽光  

熱の吸収  

- 11 -


